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がそれぞれ0.36% ， 0 .43%弾性的に伸びることが分かった。アクチンのスペーシング変化量を O 張力値に外挿した値
は弛緩状態のレベルよりも僅かに小さい値であった。この値はノンオーバーラップの筋肉の活性時に観測されたアク
チン子午反射のスベーシング減少量(ー0.1%) にほぼ一致していたことから，収縮初期にアクチンフィラメン卜は
活性化に伴って短縮すると考えられる。ミオシン反射のスペーシング変化量の O 張力外挿値は約0.9% と大きな値と
なった。この伸びは弛緩状態からアクチンと相互作用のできる活性状態へ移行するために必要なミオシン分子の再配
列による構造周期の変化で，力発生に直接関係のない成分であると考えられる D また伸長させた時アクチンのらせん
















第 1 章では本研究の出発点となった研究の背景と研究方法の有効性について述べられている。第 2 章では実験に用
いたシンクロトロン X線と検出器に関する基礎的な説明，骨格筋の X線回折像，データ処理方法が述べられている o







かにされている。第 4 章では硬直状態の骨格筋に伸長を与えた時の 2 次元X線回折実験を行い，第 3 章と同様の解析
から硬直状態の筋肉においても，力の増大に伴い筋フィラメントが弾性的に伸びること及びアクチンらせんに捻れの
変化が起こることが示されている o
以上のように，本論文は力発生時に筋フィラメントが弾性的に伸びていることをX線回折法によって明らかにし，
この筋フィラメントの力学的性質が筋肉の力発生に大きく関与していることを指摘した初めての例で，博士(理学)
の学位論文として価値のあるものと認める D
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